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各コースの実践的な取り組み

建築デザインコース 誰にでも使いやすくデザイン性に富む空間を創造

学ぶ前は建築物のデザイン面ばかりを見ていましたが、スロープの

勾配一つにも基準と理由があり、いくつもの要素が考慮されている

と気づきました。卒業研究では、宿泊施設が障害者にとってどの程

度使いやすいかを調査。バリアフリーをことさらアピールしなくても、

誰もが使いやすい商業施設を設計することが今後の目標です。

● 毛利志保研究室

秋田 悠甫さん
2023年3月卒業　三重県／暁高等学校 出身

就職先：大和ハウス工業株式会社

　 福祉環境設計演習 　 建築防災計画 　 建築設備
福祉住環境（バリアフリー）の実践に必要な知識・技術を

学び、公共的な用途の大規模建築の設計に取り組みます。

一級建築士をめざす人に不可欠な技術を身につけます。

快適な居住環境を作り出すために必要な建築設備につい

て、主として空調・給排水衛生・電気設備などについて学

習し、具体的な設計計画につながる計算・演習を行います。

建築や都市における災害を対象として、防災計画の考え方

を学習。自力避難が困難な人が多く滞在する医療機関や

福祉施設の建築・避難計画も学びます。

誰もが安心・安全で使いやすく、デザイン性の高い建築やまちづくりを目

標に、計画・設計・デザイン・福祉住環境などを学びます。一級・二級建

築士の資格取得をめざすことができます。

ハウスメーカー・建設会社の設計・監理・
営業職をはじめ、建築・建設関連の企業や
公務員などをめざせます。

主な進路

環境建築コース 自然環境を熟知して住環境との調和を図る

自然と共生した住環境の創造をめざし、森林保護や生態系の保全といっ

た環境問題に関する知識と、設計に関する知識・技術を習得。一級・二級

建築士のほか、2級ビオトープ管理士の取得もめざせます。

ハウスメーカー・建設会社の設計・監理・
営業職に加え、造園・環境保全・都市計画に
関わる企業や公務員などがめざせます。

主な進路

　 エコロジカル建築設計演習 　 環境分析評価演習 　 ビオトープ計画施工演習
大学周辺の環境配慮型施設を想定し、エコロジカルな技

術を用いた建築設計を行います。創エネルギー技術や環

境共生技術を活かし、個性豊かな設計に取り組みます。

ビオトープ（動植物が安定して生息できる空間）の概念を

理解して、大学構内の演習用ビオトープの改変計画を実

践します。また雑木林の植生調査とその管理を行います。

統計学に基づいて政策分析や企業分析を行います。統計

ソフトを用いたデータ分析の実践を通して、政策や企業行

動における環境面の課題を考察する力を身につけます。

3年次の「エコロジカル建築設計演習」の課題は、キャンパス近くに

ある伝統的な地域に建てる複合施設を考えるものでした。住民の

方に話を聞くと、観光地化を望まないという声が多数。そこで理学療

法学や介護学を学ぶ学生が運営する銭湯を提案しました。現地で

調査し、利用者の視点で建築を考える姿勢を大切にしていきます。

●宿泊施設におけるバリアフリー情報の提供
 情報提供の実態および利用者に即した提供方法の提案
●飛沫抑制のためのパーテーションが特別養護老人ホームの生活環境に与える影響
●生活行動に着目した住空間の構成に関する考察
●アクティブラーニングの類型別にみた授業形態
 オンライン／対面授業の分類および配分
●特別支援学校における計画策定状況からみた都道府県の差異
●コンビニエンスストアの内部空間における利用及び立地条件に関する研究
●福祉転用による小規模な福祉施設の避難安全に関する課題
●子どものための自然と親しみ感性と成長を養う建築の提案

建築デザインコース
●人と森を育てるまち ―WOOD CITY―
●壁紙模様に関する心理効果
●高齢者福祉施設における共用空間の内装木質化
●インフォーマルセトルメントの住民の
　まちに対する潜在意思からみる環境都市の形成
●建築、Landscapeそして音に関する研究
●決算書から見る建設業界の経営分析
●知多半島におけるGPSによって明らかになった
 象徴種であるキツネの生息環境とそれに基づいた生息環境向上への提案
●日本福祉大学ふくしの森各ゾーンの現状評価と新たなコンセプトによる設計施工

環境建築コース

多学部他学科や地域の方 と々連携して行動しながら学びます。

! ! !

! ! !

● 坂口大史研究室

堀江 僚太さん
2023年3月卒業　三重県／伊勢学園高等学校 出身

就職先：株式会社伊藤建築設計事務所
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1年次 2年次 3年次 4年次

　：コース推奨科目　●：必修科目　◎：全員履修科目!

【建築】：建築士科目　【単位認定科目】：一定の要件を満たした後、本人の申請により認定される科目

◎国際コミュニケーションⅠ・Ⅱ
心理学
社会学
経済学
憲法
倫理学
◎健康科学概論
自然科学概論
●情報処理演習
スポーツと健康Ⅰ・Ⅱ
日本福祉大学の歴史

【学科共通専門基礎科目】
社会調査法

【専修専門基礎科目】
確率統計学演習

【学科共通専門科目】
情報技術Ⅰ～Ⅳ【単位認定科目】
キャリア形成Ⅰ～Ⅳ【単位認定科目】

【専修専門科目】
建築計画Ⅰ【建築】
建築図学【建築】
建築製図演習【建築】
建築学概論【建築】
建築材料Ⅰ【建築】

ビジネススキル

【コース共通科目】
企業・行政研究

【専修専門基礎科目】
基礎数学Ⅱ
建築デザイン入門【建築】
環境建築入門

建築法規【建築】
生態学概論
建築計画Ⅱ【建築】
建築設計演習Ⅰ・Ⅱ【建築】
建築生産【建築】
都市計画論【建築】
エコロジカル建築【建築】
都市景観生態学【建築】

こころとからだ
福祉社会入門
視覚障害者支援論
ろう文化と手話
聴覚障害者の理解と支援
ふくしとフィールドワーク
国際理解
介護福祉論
福祉用具論
地震と減災社会

知多半島のふくし
ふくしと減災コミュニティ

ふくしフィールドワーク実践

【学科共通専門科目】
障害者福祉論
地域福祉論Ⅰ

【専修専門科目】
建築人間工学【建築】
建築デザイン表現演習【建築】
建築材料Ⅱ【建築】
建築構造力学【建築】
建築構造力学応用【建築】
建築測量実習【建築】
建築CAD演習【建築】
環境政策論

建築ユニバーサルデザイン論【建築】
インターンシップⅠ・Ⅱ【単位認定科目】

【学科共通専門科目】
キャリア開発
キャリア研究
高齢者福祉論

【コース共通科目】
建築一般構造【建築】
建築一般構造応用【建築】

：医学・福祉に関わる科目群

【学科共通専門基礎科目】
●基礎数学Ⅰ
リハビリテーション論
医学一般Ⅰ（からだのしくみ）

●卒業研究Ⅱ

ビオトープ研究
●卒業研究Ⅱ

森林保護学
環境経済学
ビオトープ計画施工演習
環境分析評価演習
造園学
都市緑化論【建築】
エコロジカル建築設計演習【建築】
環境共生のまちづくり【建築】
●卒業研究Ⅰ
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福祉住環境計画【建築】
建築設備【建築】
建築環境工学【建築】
福祉環境設計演習【建築】
建築防災計画【建築】
●卒業研究Ⅰ
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